


　このプロジェクトは、日本最古の歌集たる万葉集、その編纂者とされる「大伴家持」の生涯にクローズ

アップします。

幼少期に父である大伴旅人が赴任した地・太宰府にて、舶来の梅を植え、その梅花を愛でる酒宴を興じた、

新元号「令和」の典拠ともなった「梅花の宴」を茶会形式で再現致します。記念すべき第１回は、２０２０年、

東京オリンピック・パラリンピックの開催に合わせ、国の特別名勝・特別史跡に指定されている会場周辺の

中央区・浜離宮恩賜庭園で、実施しました。

　その後は、家持の人生のステージごとに、赴任地である富山県高岡市（２０２１・秋）➝ 鳥取県鳥取市（２０２２・

冬）➝ 福岡県太宰府市・鹿児島県川内市（２０２３・春）➝ 宮城県多賀城市（２０２４・夏）と巡り、最後は関西

地域ゆかり（大阪府・京都府木津川市・奈良県明日香村）の大阪万博（２０２５・没後１２４０年）での開催を目指

します。特に多賀城市は、２０２４年に「多賀城創建 １３００年」を迎え、東日本大震災からの復興の意味でも

象徴的なイベントとなります。

　万葉集では、約４５００首のうち、１７００首以上で動植物の歌が詠まれており、まさに３首に1首が、ありの

ままの自然に心を寄せた歌です。家持は、特に季節を意識して歌を詠んだ歌人であり、全２０巻のうち、巻八

と巻十は、「四季の景物」をテーマに編纂された巻となっています。また、家持の生きた時代は万葉時代の

最後期、天平文化華やかなりし時代ですが、一方で権力争いも続いた時代です。そのため、万葉集には、

北九州の防衛についた「防人歌」や東国庶民の「東歌」といった、都びとだけでなく、多くの地方庶民の歌

も含まれています。日本全国、その地域ならではの自然観や季節感を感じることができるのも特色です。

こうした家持ゆかりの地域を巡り、和歌の世界観を知ることは、例え現代の生活環境や社会通念が変わろう

とも、自然を尊び、人を愛し、死を悼む、といった、直接的で、素朴な日本人の心情に大きな隔たりがない

ことに改めて気づかされます。

　環境問題が深刻なりし今こそ、古より自然を敬い、尊んできた日本人の精神性を問いなおすべきであり、

「万葉集」は、それを学ぶ最高の教科書です。

　さらに本イベントでは、和歌に優れた英訳詩を付け、世界に発信も試みます。和歌を通し、家持の世界観

を知ることで、外国の方々も関西や太宰府だけでなく、そこから現存する家持ゆかりの他の地域へ足を運ん

で頂く新たなゴールデン・ルートの構築となるに違いありません。なお、本イベントに際しては、１００年後

の子供たちが万葉集に詠まれる日本の四季を理解できるよう、自然環境や気候変動に配慮し、日本の最先端

技術の結集である水素燃料電池より電源を調達し、ＣＯ²を出さないように配慮します。自然への敬意が、

「万葉の時代から令和へ」と連綿と紡がれていることも重ねて発信致します。

　「令和」は、日本最古の歌集である万葉集を典拠とし、人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生ま

れ育つという意味が込められて制定されました。

　万葉集の編纂者とされる大伴家持の父である大伴旅人が太宰帥（長官）として赴任していた時、当時

はめずらしかった梅の花を愛で、３２首の歌を詠みあった「梅花の宴」は、まさにうるわしいひとときで

あったことでしょう。当時１３歳だった家持が、まぶしい瞳で見ていたことは想像にかたくありません。

　その家持が年を重ね、天平宝字２年（７５８年）国守として任ぜられ、因幡国に赴任します。それまで

は花を愛でて歌を詠んだ父のように、自然を愛し、多くの歌を詠んできた家持ですが、ここ因幡国で残

した歌は僅か一首のみとなっています。時に家持４１歳。名門大伴家の当主でありながら藤原氏の台頭に

より、陰謀渦巻く政争の動乱の中にありました。そんな想いを抱いたまま山陰の地で迎えた正月（元旦

と立春が重なる吉日）。国守として新年の儀式的な一首の歌を詠みます。「降り積もる雪のようによい

ことが重なってくれ」、この言葉は家持の心からの願いだったのではないでしょうか。結果的にこの歌

は、万葉集の掉尾を飾り、家持の残した最後の歌ともなりました。

　家持ゆかりの地域をつないで開催される「令和の万葉大茶会」。２０２２年は鳥取で開催いたします。

　家持が最後の歌を残した因幡の雄大な自然は、遠い時を経ても変わらず私たちの前にあります。どう

かその景色を前に、１３００年前の家持の心情に心を寄せてみてください。家持もかつてこの地で降り積

もる雪を前に、昔見た梅花の宴を懐かしく思い起していたのかもしれません。

　そんな家持の生涯をはじめ、因幡国の古代の歴史や文化について多くの資料を有する鳥取市因幡万葉

歴史館で「梅花の宴」を再現します。

　私たち日本人には、どこにあっても自然を感じ、自然とともに生きています。そして、感動せずには

いられません。未来へのこの自然を伝えていくために、水素エネルギーの活用も実演し、広く発信して

いきます。

一般社団法人　令和・家持ネットワーク協議会（２０２０年１月記）
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